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Expenses for a Child in a Family Budget:













  1： 総務庁家計調査報告書の平成 4年度および平成 14年度の年報を基におこなった．
  2： 調査地域は都道府県庁所在地の札幌市，盛岡市，東京都区部，長野市，名古屋市，大阪市，
広島市，高知市，福岡市，那覇市の 10都市（以下都・市を省略）を選出した．





 図 1は一世帯あたりの世帯人員で平成 14年（以下 14年と示す）の最多は那覇の 3.5人次いで
名古屋 3.3人である．平成 4年（以下 4年と示す）の最多は福岡 3.6人次いで広島 3.5人である．
4年より 14年の減少した地域は福岡 0.38人，大阪 0.37人である．4年より 14年に増加した地域
は那覇 0.19人と高知 0.06人であった．一世帯当たりの人員数は減少傾向がみられる．平均値は

























































  各年度の平均値は 14年 7.5％，4年は 9.3％で差 1.8％と 14年は減少した．
④ 交通定期は図 6に示した．通学定期と通学






















73.453円である．公立大学に比べ，私立大学は 14年 5.5倍，4年は 7.1倍みられたが，14年の
減少は授業料の格差是正が影響しているのだろうか．
  私立小学校の授業料は 14年は東京の 3.019円，次いで高知の 1366円，札幌，長野，名古屋，
広島，那覇の 6地域は支出が 0円である．4年も東京 10.445円次いで高知の 1901円で，0円は
上記 6地域に盛岡を加えた地域がみられた．










札幌 盛岡 東京 長野 名古屋 大阪 広島 高知 福岡 那覇
国立小学校 1 1 6 1 1 2 2 1 1 0
公立小学校 211 38 1347 51 260 302 137 39 144 35






















る．4年も長野が最も多く 69.2％で支出額においても最も多く 289.57円，次いで高知 60.8％
で 216.876円である．
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⑧ 以上 8項目の子どもの総支出額が消費
支出に占める割合を図 10に示した．14
年は那覇の 9.9％，札幌の 7.3％は 4年よ













札幌 盛岡 東京 長野 名古屋 大阪 広島 高知 福岡 那覇
学校給食 ◎ ● ● ○ ● ● ● ● ○ ◎
衣服・靴 ○ ○ ○ ● ◎ ◎ ● ● ◎ ○
出産入院料＊ ● ◎ ◎ ○ ◎ ◎
交通定期 ◎ ○ ◎ ● ◎ ◎ ● ● ○ ●
小・中・高・大授業料 ○ ● ◎ ● ○ ◎ ○ ● ○ ●
幼稚園他 ○ ○ ○ ● ● ○ ● ◎ ○ ◎
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